設　立　趣　旨　書

１　趣　旨

文化・娯楽に触れる機会は全ての市民が必要とするものであり、もちろんそれは障がいを持つ人であっても変わりません。しかし、現実的には障がいを持つ人々への文化・娯楽に関する支援は十分に行われていない面もあります。
福岡市障がい児・者等実態調査報告書（平成２９年３月）によると、少なくとも74.3%の身体障がい者、68.5%の知的障がい者が、外出する時に不便や困難を感じていると回答しています。外出に困難を感じると屋内にこもりがちになり、外部の文化・娯楽に接する機会が不足しがちになります。
　そのような状況の中で、私達は社会人バンドサークル「カラフル」から音楽ボランティアサークル「カラフル・パレット」を結成し、「音楽の楽しさをいろんな方に伝えたい」という基本理念のもと、医療センターや福祉施設を訪問し、公演を行ってきました。活動の様子は写真や動画等に記録し、後日それを提供することで、楽しかった記憶をいつでも振り返ってもらうことができています。私達の活動はとても多くの方に喜んでいただき、公演の回数や賛同者も増え、活動の規模は年々拡大し続けていますが、一サークルであるため各種契約における責任の所在や会計の処理が複雑になり、活動維持のための負担も大きくなってしまいました。さらに今後は、私達の事業に賛同して地域で活動する個人音楽家を支援する事業を展開する予定であり、ますますサークルの負担は大きくなると考えられます。
そこで、私達はこのサークルを特定非営利活動法人にすることを決意しました。法人格を得ることで社会的信用度が高まり、その結果として各種契約や申請手続きがスムーズになり、活動の拡大・継続がより容易になります。また、私達の活動は営利を目的としたものではないので会社組織は似つかわしくなく、特定非営利活動法人が最も適していると考えました。
２　申請に至るまでの経過

　　　2013年11月　　 音楽ボランティアサークル「カラフル・パレット」活動を開始
2013年活動実績  公演1回実施
2014年活動実績  公演9回実施
2015年活動実績  公演10回実施
2016年活動実績  公演13回実施
2017年活動実績  公演12回実施
2018年活動実績  公演10回実施（～8/8まで）
　　　2018年8月      カラフル・パレットの会議にて、特定非営利活動法人にする旨の提案
がなされ、特定非営利活動法人の設立検討を開始
平成３０年１０月１９日
特定非営利活動法人カラフル・パレット
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